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「令和 5年度 学術専門講座」 開催 

信頼を勝ち取るための問診法～ラポール形成のテクニック～ 
 
 

令和 5 年 12 月 2 日（土）15 時 30 分から大阪柔整会館 5 階大ホールにおいて、表題の講座が 

開催されました。 

 今回の講座は座学よりもワークが中心で、講師の曲 良介先生は関西カウンセリングセンター 

「ライフケアカウンセラー」などの資格を習得されており、限られた時間内でのラポール形成を 

体験することが目的でした。 

はじめに、ラポールの概要とラポール形成することがいかに大切なことであるかを話され、

さっそく受講者が講師から出されたテーマに沿ってワークを行いました。 

 最初のワークを終えてからラポール形成の流れと目的について講師から講話があり、問診を 

通して患者さんからの情報をうまく引き出して、施術に繋げるまでのラポール形成に必要なカリブ

レーションやペーシングなどテクニックの紹介がありました。 

続いて講師から学んだことを実際に試す少し深めのワークがあり、受講者は講師から出された 

テーマについてお互いにディスカッションを行いました。 

次のワークでは、少しピントがズレたことに対して、いかに自分が無力であるかを思い知らされ

ました。 

最後に総仕上げのワークでは、ラポール形成のため一連の流れを学習しました。 

初診の患者さんにラポール形成が完了したことの明確な基準はありません。なぜなら患者さんは

十人十色でその応対の仕方も患者さんに合わせて多種多様です。 

しかし、この講座を通してこれまでと質問の仕方が変わったときに、患者さんの本当の目的が 

何であって、何のために来院したのかがわかるようになると感じました。 

つまり、本当の患者さんのニーズを施術者自身が理解し、そのニーズをいかに満たしていくか、

施術の方向性とその目的が明確になります。 

ラポール形成は、いままで不明瞭だった問診の概念をより目的意識を持った問診に変えるもの 

だと言えます。 

 ラポール形成は一度学んだからといって簡単に習得できるものではありませんが、毎日の問診・

施術において修練を積み重ねていけば最強の“武器”となることでしょう。 
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